
 

 

 

 

 

 

 

 

2023年 11月 1日  

2023-2024年度事業主題 

輝かそう、私たちの未来を Let‘s shine our future 

 

 

今年は 9 月末までとても暑い日が続いていましたが、10 月に入り急に朝晩涼しくなってまい

りました。ワイズメンズクラブの皆様、いかがお過ごしですか。 

秋になるとワイズの行事も増えてくると思います。ワイズ以外の行事も多くて、どれに参加し

ようかと思っている方も多いかと思います。どうぞ、楽しい季節をお過ごしください。 

今回は、ワイズメンの心優しさ、そして楽しみながら地域への奉仕の思いが伝わる 3つの事業

実施報告をお届けします。 

 

１．【各クラブの事業実施報告書より】 

 京都パレスクラブ  和敬学園地蔵盆（2023年 8月 26日実施） 

 京都ウエルクラブ  京都動物愛護センター花壇整備事業（2023年 9月 10日実施分） 

 和歌山紀の川クラブ  和歌山刑務所矯正展へ模擬店を出店（2023年 9月 30日、10月 1日実施） 

 

 

  

（１）京都パレスクラブ  和敬学園地蔵盆（2023年 8月 26日 14時～19時半実施） 

 

    参加はメンバー18名、ゲスト 1名、コメット 1名の合計 20名 

    今回、4年ぶりに和敬学園地蔵盆が開催されました。 

過去資料と経験豊富なメンバーのサポートのおかげで材料の発注等の準備をすすめ、当日は 

利用する鉄板とたこ焼きの材料下準備からたこ焼きをテストし、タイムスケジュールにあわせて調理

スタート、児童や職員および他の来場者の方へ提供しました。たこ焼き・かき氷の提供の際には児童

たちともコミュニケーションを図る機会でもあり、笑顔をみて暑さや疲れを忘れて実施できたと思いま

す。 

今後も夏休み終盤の行事として児童に楽しんでもらえるよう継続していけたらと感じました。 

 

ワイズメンズクラブ国際協会西日本区 
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（２）京都ウエルクラブ 京都動物愛護センター花壇整備事業（2023年 9月 10日実施分） 

 

9 月 10 日(日)午前 10 時～12 時、9 月第一例会として花壇整備ワークを行った。当日は 8 月

にご入会いただいた藤山ワイズを含め 8 名のメンバーと，1 名のゲストをお迎えして，総勢 9 名

の例会となった。9 月とはいえまだまだ暑い中，熱中症に注意しながらの作業であった。花壇の

状態は，8 月の猛暑の影響で，春にはきれいに花を咲かせていたシバザクラが，1/3 ほどやられ

てしまい，大変残念な状態となっていた。今後の取り組みとしては，雑草が茂るところに，グランド

カバープランツとして，何か植えていきたいと思っている。最後は雑草もきれいに取り除かれ、12

時定刻終了となる。参加のメンバー・ゲストの皆さん、お疲れ様でした…。 

 

 



 

                          

 

 

 

                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※京都ウエルクラブでは 2か月に 1回、京都動物愛護センターの花壇整備事業を行っています。 

 

 

 

（３）和歌山紀の川クラブ  和歌山刑務所矯正展へ模擬店を出店（2023年 9月 30日、10月 1日） 

 

    9月 30日は 14名（ゲスト 1名含む）、10月 1日は１1名で参加しました。 

    矯正展では、家具や鞄、靴、エプロンなど、全国の刑務所の受刑者が刑務作業でつくった家庭

用品が即売されます。 

  今回、和歌山刑務所では 4年ぶりに矯正展が開催されて、和歌山紀の川クラブは、綿菓子とフラ 

 ンクフルト等の模擬店を出店しました。 

    矯正展は、1日６時間、２日続けての開催。来場者が多く模擬店もそれなりに繁盛、皆が協力し

て楽しみながら取り組めました。よい意味で、達成感を感じることができたものと思います。 

 

  



  

 

 

    

 

 

２．【その他】 

事業通信は毎月 1日発行予定ですが、10月 1日号は、少し遅くなり 10月 6日に発行されています

ので、各クラブのメール委員からは 10月 7日以降の配信になっていると思います。 

また、次回は 12月 1日発行予定ですので、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 


